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課題１：通過交通の街化

・国道１号バイパスや名神高速「栗東湖南IC」が新設さ
れ国土軸の要衝機能が拡大化し大量交通が往来。

しかし、来訪者が気軽に立ち寄れる沿道休憩施設が
国道１号沿線にない。

・通過者が一元的に観光や地域の情報を収集できる
施設がない。

・近隣市町に大型商業施設（アウトレットモール）や陶
芸産地（信楽焼）が存在しているため、来訪の目的地
とならず、「通過交通の街」化。

栗東
湖南ＩＣ 十二坊温泉

ゆらら

約900万台/年の通過交通に対
して、観光客は約30万人/年に
とどまっている！

幹線から遠隔にある観光名所
などへアクセスできない！

（湖南三山（国宝））
（天然記念物）

（湖南三山（国宝））

（湖南三山（国宝））

みらい
公園湖南

現状と課題① 通過交通の街化
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課題２：生産力が乏しく偏重している1次産業

・市内生産額に対する1次産業のシェアは0.45％と低く、2次産業の割合が非常に高い。

・水稲偏重で付加価値の高い園芸作物の生産力が低く農家の所得向上が見込めない。

（産出額構成比でおおよそ稲作８：園芸２の割合）

1次産業
0.64%

2次産業
47.79%

3次産業
51.57%

滋賀県 生産額構成比（％）

1次産業 2次産業 3次産業

1次産業
0.45%

2次産業
61.69%

3次産業
37.86%

湖南市 生産額構成比（％）

1次産業 2次産業 3次産業

82%

18%

湖南市 稲作・園芸構成比

稲作

園芸作物

76%

24%

滋賀県 稲作・園芸構成比

稲作

園芸作物

出典：H30市町村別農業産出額、H30生産農業所得統計

現状と課題② 脆弱な1次産業
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課題３：危機的状況下にある農業労働力

・農業経営者数に占める６０歳以上の割合約75％。（過去5年で1.13倍）

・農業経営者数は年々減少し、10年間で36％減少。

・新たな担い手となる若手就農者の確保が困難。

高齢化率
57％

高齢化率
66％

高齢化率
66％ 高齢化率

75％

36％減少

新たな担い手確保が困難な要因

◇工業生産額が高く、立地の製造企業も多い
ため、工場などへ就業する人が多い。

◇通勤圏である京阪神地域へのアクセスが
容易なことから、地元就労以外にも広域な
就労環境がある。

◇農業経営は、新規就農するための初期投
資が必要となることから、リスクが高い。

◇農産物の販売においては、販売価格が安
価であることから、大量生産（産地化）を行う
など必要経費の軽減を行い利益率を確保し
なければならないが困難である。

現状と課題③ 農業労働力の危機
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課題１ 通過交通の街化

課題２ 生産力が乏しく偏重している1次産業

課題３ 危機的状況下にある農業労働力

➣市民産業交流促進施設「ここぴあ」

・市内の農産物の販売および農業従事者の所得向上（農業力の向上）

・伝統工芸品等の地域産品の販売およびＰＲ（経済活性化）

➣魅力発信拠点施設「ＨＡＴ］

・市内農産物を使用した飲食物の提供（特産農産物などの価値向上）

・展示スペースを活用した観光情報等の発信（立ち寄り客の増加）

➣体験農園

・新規農業従事者の育成（担い手・後継者育成）

・農業体験による集客力の向上（農と地域へのゲートウェイ）

☛課題を克服するために、「みらい公園湖南」が担う役割

「みらい公園湖南」を活用して湖南市の抱える課題を克服
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魅力発信拠点施設（ＨＡＴ） 市民産業交流促進施設（ここぴあ）体験農園

施設内容

レストラン 展示スペース

トイレ 案内カウンター

授乳室 駐車場

『みらい公園湖南』の施設概要

施設内容

直売所 研修室１

調理室 研修室２

トイレ

国道１号
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■主な業務内容

農産物直売
地域産品等販売展示業務

研修室・調理室管理運営業務

指定管理者：甲賀農業協同組合

市民産業交流促進施設「ここぴあ」
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市民産業交流促進施設「ここぴあ」
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■主な業務内容

地産地消型レストラン管理運営業務

観光情報等提供業務
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レストラン
展示スペース

休憩テラス
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指定管理者：株式会社花芳

魅力発信拠点施設「ＨＡＴ」
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魅力発信拠点施設「ＨＡＴ」
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■現在行っている事業

チャレンジ農園～新規農業者へ農業への関心を高める～

市民農業塾

・園芸作物の振興を目的に平成28年度から市民向け植え
付け、収穫、販売等を通した園芸作物栽培の魅力を伝える
取組み「市民農業塾」を開催。
・約300名の市民が修了、“ここぴあ”来場者向けの「グリー
ンツーリズム」有料のさつまいもとジャガイモの収穫体験イ
ベントを実施し好評を得た。

市民農業塾
＜交流者へ農業の魅力発信＞

・体験農園の経験者、ある程度の農業経験者を対象に将来
の新規就農を目指した施設園芸野菜作りに挑戦する農園。
市が施設整備を行い、圃場の耕作者である農業法人TIK農
産、滋賀県農業農村振興事務所の普及員及び市内立地種
苗メーカーの研究圃場の研究員の協力を得て平成30年度
から開始する事業。
・4組の耕作者が挑戦を開始、内１組は体験農園で開催さ
れた「市民農業塾」の卒業生グループ。

・チャレンジ農園卒業後に、湖南市内遊休農地の斡旋、新
規就農者向けの補助金事業など、市内での新規就農に向
けたバックアップ継続予定。

チャレンジ農園
＜新規就農者へ農業への関心を高める＞

研究農場での研修 座学での講習 圃場での講習

圃場で植付け ｻﾂﾏｲﾓ収穫体験 対面販売研修
市で設置した2棟のビニールハウ
スと1棟の資材機具倉庫

葉物野菜と
トマトの栽培を予定

事業主体：湖南市農業振興協議会

体験農園
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「みらい公園湖南」が抱える課題

課題１ 低迷する経営からの脱却

課題２ 市内産品の取扱割合の向上

課題３ 一体となった施設運営

「ここぴあ」「ＨＡＴ］ともに赤字経営となっており、健全な経営となるよう何らかの施策
が必要。

運営主体である甲賀農業協同組合は湖南市のほか甲賀市も管轄内であるため、農
業従事者の多い甲賀市産や市場で仕入れた農産物を取り扱う傾向が強く、市内産品
の割合が低い。

「ここぴあ」「ＨＡＴ］ともに運営主体が別のため、相互協力が不足している。連携した共
同イベントを行うなどの期待される運営の一体化が図れていない。
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